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旦そのひとである。先生は国内で名高い社会学者，優生学者であった。先生は 1899年 8月 13
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1907年 8歳 宝山県羅店鎮羅陽初等学堂で修学し，1912年冬 13歳で卒業。
1911年 12歳 「厳光不仕光武論」文を書く（散逸）。
1913年 14歳 清華学堂に入学し，学ぶ。1922年（23歳）卒業。
佛教大学社会学部論集 第 56号（2013年 3月）
― １３９ ―
1914年 15歳 清華で「雑記」二件を発表し，「清華週刊」に掲載する。署名は潘光亶。





































1929年 30歳 10月，東南社会学会の『社会学刊』第 1巻第 2期に「優生と文化－孫本文先生との
討論－」を発表。12月，『自然淘汰と中華民族性』を新月書店から出版。






1934年 35歳 4月，「小青考証補録（上編）」を発表し，『人間世』第 2期に掲載。下編は『人間世』
新思想の伝播者潘光旦のひとと学問（励 天予・星 明）
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1937年 38歳 9月 16日，北京を離れて南下。28日，長沙臨時大学教授に就く，入学手続き係りの
主任を兼務。
1938年 39歳 西南連合大学教授に就く（1946年 7月まで），教務長（1938年 7月まで），清華大学
図書館主任を兼務（1946年まで）。
1939年 40歳 8月，清華大学秘書長を兼務（1941年 7月まで）。
1940年 41歳 『今日評論』に多数の論文を発表。
1941年 42歳 秋，中国民主同盟に加入し，第 1回，第 2回中央常任委員，第 3回委員に就く。
1942年 43歳 『雲南日報』，『中央日報』に多数の論文を発表。
1943年 44歳 李根源の招請に応じて雲南大理の第 11集団軍幹部訓練班で「抗戦建国と中華民族」
の講演を行なう。西南連合大学時代および清華大学に戻ってから，優生学，家族問題などの課程以外に
も西洋社会思想史，中国儒家社会思想史，人材論などの課程を順次設けた。
1944年 45歳 「知識青年の兵役を激励する」を発表し，『自由論壇』増刊第 7期に掲載。11月，民
盟雲南を創立し，機関刊行物『民主週刊』を発刊。潘が社長に就き，編集者の一人となる。11月，重
慶で 5大学社会学部の招きにこたえて「社会学者と中国社会」の討論会を主催。
1945年 46歳 7月，西南連合大学の教務長を兼務（1946年 7月まで）。12月 1日，昆明で内戦に
反対する民主「一二・一」運動が勃発し，4名の青年がスパイに惨殺される。潘や聞一多らは終始学生
側にたち，討論会に参加し，声明を発表した。









1948年 49歳 清華大学は地下党と国民党反動派の闘争なかで，12月 15日に解放を迎えた。潘は共
産党の保護のもとで欣然として解放軍を迎えた。
1949年 50歳 10月 1日，建国パレードに参加。10月，中央人民政府政務院文化教育委員会委員に










1958年 59歳 社会主義学院に入り，学習（1959年 3月まで）。
1959年 60歳 第 3回中国人民政治協商会議委員に就く。10月から 1964年まで『辞海』編集の仕
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事に携わる。この年から 1962年まで，中・印，中・パキスタン国境問題の資料の翻訳に従事する。12
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